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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 10,162 49.5 31 ― △22 ― △43 ―
21年3月期第3四半期 6,798 ― △1,337 ― △1,351 ― △1,696 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 △2.06 ―
21年3月期第3四半期 △81.95 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 13,229 4,184 31.6 202.22
21年3月期 18,801 4,229 22.5 204.33

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  4,184百万円 21年3月期  4,229百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無   

1株当たり配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年3月期 ― 0.00 ―
22年3月期 

（予想）
2.00 2.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 14,200 △22.9 170 ― 110 ― 100 ― 4.83
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4.  その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

（注）詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
上記業績予想については、現時点で入手可能な情報情報に基づき判断したものです。従いまして、実際の業績は様々な要因の変化により、記載の予想と
異なる結果となることがあります。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 20,746,000株 21年3月期  20,746,000株
② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  53,566株 21年3月期  51,516株
③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 20,693,652株 21年3月期第3四半期 20,697,961株
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 当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日）におけるわが国経済は、米国経済の

不況底打ち感や中国・アジア経済の回復により世界的な不況より脱しつつあります。一方で、国内景気対策や外需回

復による経済指標の持ち直しの動きも見受けられたものの、デフレ傾向が当第３四半期連結会計期間から更に表面化

し、景気の不透明感に拍車が掛かりました。 

 このような状況のもと、当第３四半期連結会計期間における受注高につきましては、土木事業における中小口径の

セグメント製品を中心に前年同期比63.9％（696百万円）増加の1,785百万円となりました。 

 売上高につきましては、建築事業の自走式駐車場では今年度から売上計上基準に工事進行基準を適用したことによ

り増収となったものの、土木事業のセグメントは中小口径及びスチールの製品を中心に減収となり、前年同期比

3.3％（124百万円）減収の3,643百万円となりました。この結果、当第３四半期連結会計期間末の受注残高は、前年

同期末に比べ13.2％（2,999百万円）減少の19,650百万円となりました。         

  

事業の種類別セグメントの状況は、以下のとおりです。 

〔土木事業〕 

 受注高につきましては、セグメントの中小口径の製品を中心に前年同期比64.2％（599百万円）増加の1,532百万円

となりました。 

 売上高につきましては、セグメントの中小口径及びスチールの製品を中心に前年同期比23.1％（547百万円）減収

の1,821百万円となりました。 

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の受注残高は、前年同期末に比べ11.7％（1,384百万円）増加の13,223百

万円となりました。 

〔建築事業〕 

 受注高につきましては、前年同期比61.8％（96百万円）増加の253百万円となりました。 

 売上高につきましては、自走式駐車場を中心に前年同期比30.2％（423百万円）増収の1,821百万円となりました。

 この結果、当第３四半期連結会計期間末の受注残高は、前年同期末に比べ40.5％（4,383百万円）減少の6,427百万

円となりました。 

   

 損益面につきましては、建築事業の自走式駐車場において収益の改善はいたしましたが、一部の案件に損益の悪化

が生じました。しかし、土木事業のセグメントにおいて、道路用の大型案件を中心に損益が大幅に改善されたことに

より、当第３四半期連結会計期間の売上総利益は前年同期と比べ57百万円増益の339百万円となりました。 

 また、「経営改善中期計画」に基づく諸施策及び事業別戦略を着実に実施し、販売費および一般管理費などの削減

が堅調に推移した結果、営業損失は前年同期と比べ193百万円減少の3百万円となりました。営業外損益を加えた経常

損失は前年同期と比べ204百万円減少の10百万円となり、四半期純損失は、前年同期と比べ266百万円減少の25百万円

となりました。  

  

 平成22年３月期第１四半期及び第２四半期に係る連結経営成績に関する定性的情報については、平成22年３月期第

１四半期決算短信（平成21年８月３日開示）及び第２四半期決算短信（平成21年11月２日開示）をご参照ください。

   

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前年度末に比べ5,572百万円減少し、13,229百万円となりました。これ

は、受取手形及び売掛金の減少5,133百万円、棚卸資産の減少185百万円等で流動資産が5,438百万円減少し、設備投

資等により有形固定資産が191百万円増加したものの、本社移転に伴う敷金の返還等による投資その他の資産が241百

万円減少したこと等により固定資産が134百万円減少したことが主な要因であります。 

 負債については、支払手形及び買掛金の減少1,624百万円、短期借入金の減少3,190百万円、工事損失引当金の減少

140百万円等で流動負債が5,285百万円減少したことにより、前年度末に比べ5,528百万円減少の9,045百万円となりま

した。 

 純資産については、四半期純損失を計上し利益剰余金が43百万円減少したことにより、前年度末に比べ44百万円減

少の4,184百万円となりました。 

 この結果、自己資本比率は、前年度末に比べ9.1ポイント上昇し、31.6％となりました。   

定性的情報・財務諸表等

１．連結経営成績に関する定性的情報

２．連結財政状態に関する定性的情報
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 景気の踊り場局面に入ったと見られることやデフレ傾向の持続、急激な円高懸念、先行き不透明感などで日本経済

全体に成長への期待が薄らいでおります。こうした懸念が企業の投資判断にも強く影響し、新たな設備投資や雇用に

ブレーキがかかっており、本格的な景気回復の道筋が描かれておりません。従って景気の先行きには予断を許さない

状況にあり、今後も引き続き厳しい景況が続くものと考えます。  

 当社グループの土木事業のセグメントは、主要顧客である建設業界における受注競争の影響による製品価格の下落

傾向は引き続いておりますが、道路用トンネルなどの大型プロジェクト案件が具現化され、回復基調に推移しており

ます。一方、建築事業の自走式駐車場は、昨今の不動産市況が想像以上に厳しく、計画の延期ならび断念など厳しい

受注環境が続いております。 

 このような環境のもと、平成20年11月25日付けにて公表しました「経営改善中期計画」に基づく諸施策及び事業別

戦略を当社グループは着実に実施いたしておりますので、平成21年10月16日付けにて公表いたしました「業績予想の

修正に関するお知らせ」から変更はありません。 

  

 該当事項はありません。  

   

１．簡便な会計処理 

  ①棚卸資産の評価方法 

 当第３四半期連結会計期間末における主な棚卸資産の棚卸高の算出に関して、実地棚卸を省略し、第

２四半期連結会計期間末に係る実地棚卸高を基礎として、合理的な方法により算定しております。 

 また、当第３四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切り下げに関しては、収益性の低下が明らかな

ものについてのみ正味売却価額を見積もり、簿価切り下げを行う方法によっております。 

  ②原価差異の配賦方法 

 棚卸資産への按分計算については実施せず、当第３四半期連結累計期間において発生した原価差異の

全額を売上原価へ計上しております。 

  ③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する

方法によっております。 

２．四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

  該当事項はありません。  

  

①会計処理基準に関する事項の変更 

（完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更）  

 請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関

する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連結

会計期間に着手した工事契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認め

られる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事については工事

完成基準を適用しております。 

 これにより、売上高は577,276千円、営業利益は58,659千円それぞれ増加し、経常損失及び税金等調整前四

半期純損失は、それぞれ58,659千円減少しております。 

 なお、セグメント情報に与える影響は、当該箇所に記載しております。 

②表示方法の変更 

（四半期連結貸借対照表関係） 

 前第３四半期連結会計期間において掲記していた「半成工事」は、従来、勘定科目として使用しておりまし

たが、第１四半期連結会計期間より「仕掛品」として掲記しております。  

  

３．連結業績予想に関する定性的情報

４．その他

（１）期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）

（２）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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 当社グループは、前連結会計年度まで４期連続で営業損失、経常損失及び当期純損失を計上しており、これら

の状況から、当社グループが将来にわたって事業活動を継続するとの前提に重要な疑義を生じさせるような事象

又は状況その他当社グループの経営に重要な影響を及ぼす事象が存在しております。 

 平成20年11月25日付けにて公表しました「経営改善中期計画」に基づく諸施策及び事業別戦略を当社は確実に

実施しつつあり、利益改善傾向が顕著になってきております。 

 したがって、継続企業の前提に関する重要事象等の解消に向けて、重要な不確実性はないものと判断しており

ます。 

 なお、「経営改善中期計画」に基づく諸施策及び事業別戦略の実施状況については、以下に記載の通りであり

ます。 

  

①営業面につきましては、仕事量確保のための受注競争と一線を画し、利益確保を最優先とした受注方針に転 

 換したために、受注量が減少傾向にあります。 

   大断面道路シールドトンネル用セグメントなどの大型プロジェクト案件を受注いたしましたが、受注環境 

 の厳しい中小口径コンクリートセグメント及び鋼製セグメントの受注断念、ならびに昨今の不動産市況の厳 

 しさのために自走式駐車場案件の着手延期または受注断念したことにより、受注・売上規模は縮小傾向に 

 なっております。 

  

②技術面につきましては、当社グループの技術優位性が発揮できる大断面道路シールドトンネルに適した大型 

 合成セグメント（SBL：Steel Beam Lining)ならびに鋼繊維高流動コンクリートセグメント（SFRC：Steel 

  Fiber Reinforced Concrete)などの高技術セグメントも量産化に入り、製品の絞り込みと差別化を推進して 

 おります。 

  

③生産面につきましては、高技術セグメント製品の量産化に対応した生産効率及び、品質の向上を追及した生 

 産管理体制の強化と、製造工場における迅速かつ適切な顧客対応が可能な人材の配置転換を実施いたしまし 

 た。量産化に伴う品質トラブルもなく、着実に製造コストの削減と品質向上に繋がっております。  

  

④経費面につきましては、本社の移転、支店・営業所の縮小・廃止、ならびに親会社である株式会社ＩＨＩ及 

 びグループ会社への出向などによる販管費の圧縮など事業体制の再構築を確実に実施しました。その結果、 

 利益確保が可能な水準になってまいりました。 

  

⑤財務面につきましては、株式会社ＩＨＩによる経営支援のもと運転資金を確保いたしておりますが、資本効 

 率を重視した事業活動を展開し、借入金の圧縮が確実に進んでおります。 

  

  今後も、引続き本中期計画の諸施策を着実に実行し安定的な受注と利益を確保することで、業績の回復と経 

営改善の努力を継続してまいります。 

  

以上により、当連結会計年度において、営業損益、経常損益、当期純損益の黒字化を実現できると見込んでおり

ます。 

（４）継続企業の前提に関する重要事象等
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 116,223 149,562

受取手形及び売掛金 6,779,947 11,913,264

商品及び製品 1,303,076 1,862,297

仕掛品 1,427,483 567,803

半成工事 － 487,788

原材料及び貯蔵品 25,340 23,220

短期貸付金 50,200 50,380

その他 139,844 227,861

貸倒引当金 △15,182 △17,680

流動資産合計 9,826,931 15,264,495

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 1,506,689 1,394,201

減価償却累計額 △1,078,887 △1,041,895

建物及び構築物（純額） 427,802 352,306

機械装置及び運搬具 2,494,736 2,288,168

減価償却累計額 △2,211,954 △2,176,077

機械装置及び運搬具（純額） 282,782 112,091

土地 2,098,731 2,098,731

リース資産 28,980 5,824

減価償却累計額 △9,380 △2,158

リース資産（純額） 19,600 3,666

建設仮勘定 10,416 86,698

その他 214,705 233,328

減価償却累計額 △192,352 △216,525

その他（純額） 22,353 16,803

有形固定資産合計 2,861,684 2,670,295

無形固定資産   

のれん 27,128 108,511

その他 18,041 21,127

無形固定資産合計 45,169 129,638

投資その他の資産   

投資有価証券 327,943 369,020

破産更生債権等 41,333 30,170

その他 167,689 367,573

貸倒引当金 △41,333 △30,170

投資その他の資産合計 495,632 736,593

固定資産合計 3,402,485 3,536,526

資産合計 13,229,416 18,801,021
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,144,027 6,768,027

短期借入金 1,171,733 4,361,629

未払法人税等 9,126 12,621

前受金 20,192 53,463

賞与引当金 50,714 117,268

完成工事補償引当金 74,047 49,661

工事損失引当金 78,850 218,732

その他 211,006 463,280

流動負債合計 6,759,695 12,044,681

固定負債   

長期借入金 － 59,183

繰延税金負債 611,598 611,060

退職給付引当金 1,215,562 1,343,406

役員退職慰労引当金 39,332 30,777

負ののれん 396,511 463,981

その他 22,227 19,397

固定負債合計 2,285,230 2,527,804

負債合計 9,044,925 14,572,485

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,665,000 1,665,000

資本剰余金 1,006,641 1,006,641

利益剰余金 1,508,212 1,550,759

自己株式 △14,083 △13,932

株主資本合計 4,165,770 4,208,468

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 18,721 20,068

評価・換算差額等合計 18,721 20,068

純資産合計 4,184,491 4,228,536

負債純資産合計 13,229,416 18,801,021
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 6,797,615 10,162,006

売上原価 6,736,745 8,976,914

売上総利益 60,870 1,185,092

販売費及び一般管理費   

販売費 877,408 711,252

一般管理費 520,680 443,009

販売費及び一般管理費合計 1,398,088 1,154,261

営業利益又は営業損失（△） △1,337,218 30,831

営業外収益   

受取利息 2,280 1,049

受取配当金 1,252 950

たな卸資産売却益 9,638 5,773

負ののれん償却額 8,587 8,587

その他 10,198 10,073

営業外収益合計 31,955 26,432

営業外費用   

支払利息 17,387 24,722

売上債権売却損 － 14,872

持分法による投資損失 21,467 32,316

固定資産除却損 2,647 －

遊休資産管理費 3,915 －

その他 435 7,548

営業外費用合計 45,851 79,458

経常損失（△） △1,351,114 △22,195

特別利益   

ゴルフ会員権売却益 － 2,476

特別利益合計 － 2,476

特別損失   

減損損失 256,602 －

投資有価証券評価損 － 15,305

ゴルフ会員権評価損 7,071 485

事業構造改善引当金繰入額 72,000 －

特別損失合計 335,673 15,790

税金等調整前四半期純損失（△） △1,686,787 △35,509

法人税、住民税及び事業税 9,495 7,039

法人税等合計 9,495 7,039

四半期純損失（△） △1,696,282 △42,548
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（第３四半期連結会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間 
(自 平成20年10月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結会計期間 
(自 平成21年10月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 3,766,961 3,642,656

売上原価 3,485,176 3,303,682

売上総利益 281,785 338,974

販売費及び一般管理費   

販売費 288,738 211,337

一般管理費 188,908 130,332

販売費及び一般管理費合計 477,646 341,669

営業損失（△） △195,861 △2,695

営業外収益   

受取利息 571 789

受取配当金 179 136

たな卸資産売却益 1,438 245

負ののれん償却額 2,862 2,862

その他 2,191 2,948

営業外収益合計 7,241 6,980

営業外費用   

支払利息 7,150 5,305

持分法による投資損失 16,051 6,576

固定資産除却損 994 －

遊休資産管理費 1,095 －

その他 54 2,202

営業外費用合計 25,344 14,083

経常損失（△） △213,964 △9,798

特別損失   

投資有価証券評価損 － 12,213

ゴルフ会員権評価損 857 199

事業構造改善引当金繰入額 72,000 －

特別損失合計 72,857 12,412

税金等調整前四半期純損失（△） △286,821 △22,210

法人税、住民税及び事業税 3,805 2,395

法人税等合計 3,805 2,395

四半期純損失（△） △290,626 △24,605
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純損失（△） △1,686,787 △35,509

減価償却費 106,509 140,821

負ののれん償却額 △8,587 △8,587

貸倒引当金の増減額（△は減少） 34,863 8,665

賞与引当金の増減額（△は減少） △62,050 △66,555

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,419 △127,844

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △10,151 8,555

完成工事補償引当金の増減額（△は減少） 18,164 24,386

工事損失引当金の増減額（△は減少） 231,225 △139,882

事業構造改善引当金の増減額（△は減少） 72,000 －

受取利息及び受取配当金 △3,532 △1,999

支払利息 17,387 24,722

減損損失 256,602 －

持分法による投資損益（△は益） 21,467 32,316

売上債権の増減額（△は増加） 1,204,268 6,741,400

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,983,198 129,124

仕入債務の増減額（△は減少） 3,986,337 △1,624,000

前受金の増減額（△は減少） 367,640 △33,271

割引手形の増減額（△は減少） － △1,608,084

その他 △307,211 △122,441

小計 △1,764,473 3,341,817

利息及び配当金の受取額 3,787 2,589

利息の支払額 △17,499 △24,837

法人税等の支払額 △15,685 △11,300

営業活動によるキャッシュ・フロー △1,793,870 3,308,269

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △12,572 △281,166

敷金及び保証金の差入による支出 △69,550 －

敷金及び保証金の回収による収入 － 195,603

貸付けによる支出 △22,000 △90,000

貸付金の回収による収入 － 100,360

定期預金の払戻による収入 24,000 20,000

その他 1,651 △8,878

投資活動によるキャッシュ・フロー △78,471 △64,081

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 1,468,748 △3,141,400

長期借入金の返済による支出 △149,997 △107,679

その他 △803 △8,448

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,317,948 △3,257,527

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △554,393 △13,339

現金及び現金同等物の期首残高 656,024 126,562

現金及び現金同等物の四半期末残高 101,631 113,223
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結会計期間（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  土木（千円） 建築（千円） 計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  2,368,288  1,398,673  3,766,961 －   3,766,961

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

 － 

      

－  

      

－  

      

－  

      

－  

    

計  2,368,288  1,398,673  3,766,961 －   3,766,961

営業損失（△）  △36,640  △35,721  △72,361  △123,500  △195,861

  土木（千円） 建築（千円） 計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  1,821,174  1,821,482  3,642,656 －  3,642,656

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

 － 

      

－  

      

－  

      

－  

      

－  

    

計  1,821,174  1,821,482  3,642,656 －  3,642,656

営業利益又は営業損失（△）  208,621  △124,497  84,124  △86,819  △2,695
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業の主な製品 

(1）土木……セグメント、ＵＲＴエレメント、同掘進機の賃貸、貯水槽、道路用プレハブ床版、トンネル補修

(2）建築……自走式駐車場、防音壁 

     ３ 会計方針の変更等 

      （工事契約に関する会計基準） 

       「定性的情報・財務諸表等 ４．その他 （３）四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、

      表示方法等の変更 ①会計処理基準に関する事項の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間より 

      「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計 

      基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を適用しております。これにより、

      当第３四半期連結累計期間における建築セグメントの売上高は577,276千円増加し、営業損失は 

      58,659千円減少しております。 

    

  土木（千円） 建築（千円） 計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  4,993,530  1,804,085  6,797,615 －   6,797,615

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

 － 

      

－  

      

－  

      

－  

      

－  

    

計  4,993,530  1,804,085  6,797,615 －   6,797,615

営業損失（△）  △732,515  △266,131  △998,646  △338,572  △1,337,218

  土木（千円） 建築（千円） 計（千円）
消去又は全社 
（千円） 

連結（千円）

売上高  

(1）外部顧客に対する売上高  6,673,267  3,488,739  10,162,006 －  10,162,006

(2）セグメント間の内部売上高

又は振替高 

 

 － 

      

－  

      

－  

      

－  

      

－  

    

計  6,673,267  3,488,739  10,162,006 －  10,162,006

営業利益又は営業損失（△）  487,366  △161,985  325,381  △294,550  30,831
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前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

     在外子会社及び在外支店がないため、開示しておりません。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

在外子会社及び在外支店がないため、開示しておりません。  

  

前第３四半期連結会計期間（自 平成20年10月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間

（自 平成21年10月１日 至 平成21年12月31日） 

     海外売上高がないため、開示しておりません。 

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

     海外売上高がないため、開示しておりません。  

  

 該当事項はありません。 

  

 該当事項はありません。  

  

  

〔所在地別セグメント情報〕

〔海外売上高〕

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

６．その他の情報
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